
Geographical Infor髄 ationSystemを用いた

高齢者の行動疫学分析

杉森裕樹

-80-



粛齢者，鮒勤 疫粉旗一’ん……一’川……

国

目的

… ·• .. 'r/'tlh"ll,•,•.•••,•,VNM…--…… 

聖マリアンナ医科大学

11!5図CEReS源域リモ目ト包ンシンヲシンポジウム

予防医学

杉森裕樹

II GPSを用いて，非侵襲的に，高齢者の行

動分析をし行動変化・異常に繋がる要

因を検討する
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GPS 使用条件による受信状況の差

天窓のよく開けた地点で採取
（最良の環境）

各々の条件で3分間受信し、

最も受信状態のよい瞬間を

表示。
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GPS及びPHSの一般的な比較
GPS PHS 

陥篭醜芳志維 (2袖7篭j掛服店作邸主F策誕地1智正受稽川町
座標（緩度・鱒皮）で把i患可 貴重寄りの基地局位置で把鍵

利用可能域 衛星電波受信可能織 PHSサービスエリア

は｛鹿利内用， ピ）レの谷間．地下 （僻地などサ』ピスエリア外は
不可1 利用不可7

位置情報精度 数10～10ot; 、 数lOOtii:
補正手段が複鍬開発

リアルタイム 連続受信可 不可（最短間隔1分間）

携帯性 軽量，小すイ；＼＇で携帯宇可 経jit，小サイz’で自書帯可
単体でGPSログ記録可 (PHS) 

但し付加システムを考慮せず

運用システム 不要（維持費も安価） 畑F昔;I;＇！＇.＂山－..t:'.Zテム吋どこ
IIヨ：.－」..，，・，.Ht 噂 .司 等）を要する

GPSによる最高移動速度の検討

関対象者
悶自立高齢女性Z名（70識と78識）

割両者ともJ判定（庫虫省の日常生活自立度の判定基
準）

舗高血圧（70歳）．骨粗罷症（78歳）で加療中であるが
他は大きな疾病・障害なし

・方法
薗任意の連続する3日間
国外出時のログをHandyGPSにて記録
園その日の最高移動捜度をプロット
爾移動距離なども課題
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